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たが， sphenoid wing meningioma 3例は他のものと
異なり著明にエンハンスされた。
以上のように，眼球外眼需病変の検出自E，内部構造
の把握，進展範囲の把握に関するMRとCTの比較検
討では骨の摘出以外はMRはCTと同等またはCTよ
りやや優れていた。特に視神経萎縮や blow-outfrac 
tureに関しては全般的にMRがCTより優れており，
臨床上MRのみでも十分と思われた。 Graves' or-
bitopatbyにおけるMR特に T2強調画像の有用性，Gd
DTPAを用いた造影T，強調函像の有用性も確認さ
れた。
以上が主論文の要旨である。限溜疾患におけるMR
の有用性をCTとの対比で明らかにした図医学研究科
委員会は審査委員の報告にもとづき，これを討論に付
して審議した結果，本論文は眼禽疾患のMR所見につ
いて重要な知見を与え，医学の進歩に貢献するもので
学位に値するものとして合格と判定した。
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